
以
て
族
費
に
充
る
と

い
ふ
樣

の
仕
組
な
り
、

但

講
師
は
適
當
の
時
季
を
は
か
り
無
報
酬
に

て
出

張
す
べ
し
。
■
一
 

肉
筆
繪

ハ
が
キ
交
換
に
有

盆
な
り
や
否
。
二

 
『
み
づ

ゑ
』
水
彩
畫

の
寫
眞

版
は
益

な
し
と
思
ふ
が
如
何
。

三
 
大
な
る
作

品
の
批
評
を
受
く
る
時
巻

き
て
送
り
て
も
よ
き

や
。
四
 
墨
繪
修
業
中
な
れ
ど
着
色
畫

も
學
ん

で
害
な

き
や
。
（
白
嶺
)
◎
一
 

趣
昧
の
問
題
な

ら
ん
、
利
害
を
言
ふ
程
の
こ
と
て
は
な
か
ら
ん

二
 
搆

圖
及
び
調
子
を

見
る
上
に
利
益

あ
り
、

不
出
來

の
石
版
畫
な
ど
よ
り
も
大
な
る
利
盆
あ

り
、
寫

眞
版
は

ま
た

一
種
の
墨
繪

と
見
る
こ
と

も
得
べ
し
、
す
べ
て
繪
を

見
て
そ
れ
よ
り
利
益

を
う
け
又
は

害
を

受
く
る
は
、
其
人
の
注
意
如

何
に
あ
り
。
三

 
差
支
な
し
。
四
 
差
支
な
し

但
平
生
墨
繪

に
よ
つ
て
覺
え
た

る
處
を
應
用
す

べ
し
、
即
ち
色
ば
か
り
見
ず
に
、
調
子
を

よ
く

見
て
、
物
の

マ
ル
ミ
や
距
離
等
を
現
は
す
こ

と

に
つ
と
む
べ
し
。
■

一 
寫

生
用
ブ
ル
ー
ズ
の

發
賣

所
及
定
價
。

二
 
本
年
の
夏
期
講
習
會
は

何
處

に
て
開
か
る
ゝ

に
や
。
三
 
丸
山
先
生
外

遊
は
何
月
頃
に
や
。
四
 
パ
ス
テ
ル
畫

の
描
法

を
詳
し
く
知
し
り
た
し
。

五
 
パ
ス
テ
ル
の
色

の
出
合
は

ぬ
時

の
合
せ
方
（
本
郷
Ｋ
Ｋ

生
)◎
一

別
に

一
定
の
賣
店

あ
る
こ
と
を

き
か
ず
、
洋

服

屋
に
注
文
す
れ
ば
出
來
る
、
代
價
は
地
質
に
よ

り
て

一
樣
な
ら
ず
。

二
 
本
會
主
催
者
と
な
り

て
は
當
分
爲
さ
ぬ
筈
な
り
、

但
し
廣
島
有
志
に

於
て
開
催
す
べ
き
相
談
あ
れ
ど
只
今

の
處
未
定

三
 
十

一
月
の
豫
定
な
り
と
き
く
。

四
　
五

此
欄
に

て
は
ト
テ
モ
説
明
し
が
た
し
、
京
都
森

親
子
商
會
に
パ
ス
テ
ル
案
内
書
あ
り

し

と
覺

ゆ
、
パ
ス
テ
ル
の
事
は
他
日

本
誌
講
話
欄
に
て

説
明
す
べ
し
。

■
大
阪
市

内
又
は

其
附
近
に

て
洋
畫
を

教
ふ
る
處
あ
り

や
（
平
岡
勇
之
助
)◎

東
區

糸
屋
町
二
丁
目
骨
屋
町
角

に
松
原
三
五
郎

氏
の
家
塾
天
彩
畫
塾
あ
り
、

他
は
知
ら
ず
■
丸

山
先
生
の
『水
彩
畫
講
義
録
』
は
今
猶
發

行
し
居

る
に
や
（
菅
野
三
郎
)◎
書
店

の
都
合
上
二
號
限

り
休
刊
。

■
一
 

ニ
ュ
ー
ト

ン
製
の
鉛
筆
Ｂ
Ｂ

及
び
フ
ラ
ク

パ
ー
ン
の
ス
タ
デ
オ
ペ
ー
パ
ー
の

販
賣
所
を

知
り
た

し
。

二
　
寫
眞
撮
影
は
繪
畫

初
學
者
に
如
何
な

る
利
害
あ
り

や
。
三
 
雜
誌

『
ス
タ
デ
オ
』
は
ド
ノ
位
ひ
の
語
學

の
力
に
て
讀

み
得

べ
き
や
（
津
州
清
平

)◎
一
 

日
本
に
販
賣

所

あ
る
を
知
ら
ず
、
讀

者
諸
君
の
う
ち
御
存
知

の
方
は
御
知
ら
せ

下
さ

い
。
二
 
格
別
の
利
害

な
し
。
三
 
全
部
を
讀
破
す
る
に
は
種
々
な
る

術
語
あ
り
て
困
難
な
ら
ん

も
、

一
通
り
了
解
す

る
に
は
、

中
學
卒
業
程
度
位
と
思
ふ
■
水
彩
畫

の
初
歩
を

學

ぶ

に
挿
繪
多
き
書
物
、
並
び
に

臨
本
の
よ
き
も
の
を
知
り
た

し
（
福
岡
白
羊
)
◎

内
外
出
版
協
會
發

行
大
下
氏
著
『
水
彩
畫
階
梯
』

精

美
堂
發
行
三
宅
氏
『水
彩
畫
手
引
』
、
同
所
發

行
丸
山
氏

『
女
性
と
趣
味
』
、同
所
發

行
石
川
大

下
丸
山
氏
等
共
著

『
最
新
水
彩
畫
法
』
等
あ
り
、

『
女
性
と
趣
味
』
及

『
水
彩
畫
手
引
』
は
挿
繪

多

し
、
『
水
彩
畫
階
梯
』
に
は
色
見
本
あ
り
、
次
に

臨
本
は

一
時
諸
方

よ
り
出
版
さ
れ
し
も
只
今
は

殆
と
影
を
止
め
ず
、
大
下
氏
筆

『
水
彩
風
景
畫

帖』
第

一
に
本
會
に
あ
り
袋
な
し
に
て

一
部

二

枚

一
組
送
料
共
金
參
拾
錢

 
 
 
 
讀
者
の
領
分

■
岩
見
飯

田
君
發
起
の
廻
覽
畫

状

の
件
賛
域
、

興
味
あ
る
繪
に
簡
潔
な
る
寫
生
記
文
を

添

て
は

如
何
、
畫

帖
は
ワ
ツ
ト

マ
ン
十
六
切
に
て
第
四

種
郵
便
で
廻
送
す
る
こ
と
、
各
自
筆
に
住
所
姓

名
な
加

ふ
る
こ
と
、
閲
覽

三
日
以
内
に
次
人
に



廻
す
こ
と
、
繪

の
蒐
集
は
發
起
者
に
委
任
す

る

こ
と
、
以
上
の
清
規
に
よ
り
實
行
さ
れ
て
は
如

何
（
三
河
國
刈
谷
局
區
内
三
本
木
山
石
川
夕
暮
)

■
小
生
轉
宅
致
候
（
志
賀
白
)
■
『
み
づ
ゑ
』
二
月

號

の
紙
は

非
常

に
良

い
の
で
常
よ
り
は
紙
數

が

多

い
の
で
は
無

い
か
と
思
ひ
ま
し
た
、

石
川
先

生
の
「
美
術
談
叢
｣を
讀
む
で
な
る
ほ

ど
ゝ
感

じ

ま
し
た

の
で
、
「
園
爐

裡
ば
た

｣の
繪
を
長
ら
く

見
ま
し
た
、

位
置
も
調
子
も
見
事
、

特
に
火
の

光
り
が
散

つ
て
行
つ
て
窓
の
光
線
と
交

つ
て
隈

に
な

つ
て
微
暗
く
消
え
る
處
が
實

に
好

い
、
た

ゞ
色
が
少
し
美
し
過
ぎ
は

せ
ぬ
か
と
思
ひ
ま
し

たが
、
版
の
爲
め
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
、

人
の
手

の
親
指
が
目
に
立
ち
ま
す
、
大
下
先
生
の

『
三

脚
物
語
』
は
愈

々
面
白
く
、
『
御
嶽
寫

生
旅

行
』

と
共

に
先
生
の
旅
行
文

に
何
處

か
甘

い
面
白

味

が
あ
る
と
思
ひ
ま
し
た
（
清
平

)◎

二
月
號
に
頁

數
多
し
、
『
三
脚
物
語
』
と
『御
嶽
寫
生
旅
行
』
の

筆
者
に
別
人
な
り
■
『
み
づ
ゑ
』
五
十
九
は
大
に

振

ヘ
り
、
繪

も
記
事
も
よ

い
、
表
紙
の
紙

も
厚

く
て
よ
い
、
出
來
る
な
ら
表
紙
の
模
樣

を
三
ヶ

月
目
位
ひ
に
變

へ
て
欲
し

い
（
艶
顔
生
)
◎
表
紙

に
七
月
の
紀
念
號
か
ら
變

へ
ま
す
。
■
小
さ
な

穴
の
出
來
る
樣

に
、
ニ
ギ
リ
コ
ブ
シ
を
作
り
、
畫

面
を
少
し
く
離
れ
て
其
の
穴
か
ら
見
る
と
、
よ

く
遠

近
を
認
識
す
る
事
が
出
來
る
、
僕
は
此
の

方
法
で
、
自
畫

の
誤
り
を
發
見
す
る
。
本
誌
口
繪

の
描
寫
方
法
が
、
記
載
さ
れ
た
ら
、
嬉
し

い
、

ただ
、
使
用
繪
具
名
だ
け
で
も
。
（
Ｒ
Ｔ
生
)■

『
み
づ

ゑ
』
目
下
品
切
中
の
二
十

一
と
二
十
三
、

二
十
四
の
三
册

不
用
に
つ
き
五
十

一
、
二
、
三
、

の
三
册
と
交
換
希
望
（
神

戸
市
須
佐
野
通
四
丁

目
綱

谷
オ

一
)
■
三
宅
氏
『水
彩
畫
手
引
』
同
氏

『
習
畫
帖
』
第
五
及
審
也
氏
『
水
彩
畫

帖
』
あ
り
、

『
み
づ

ゑ
』
二
十
九
と
交
換
を
乞
ふ
、
又
は
參

拾

錢
に
て
譲
受
た
し
、
着

本
次
第
發
送
（

越
後
國

三
島
郡
片
貝
村
岡
村
準
治
)
■

肉
筆
繪

ハ
ガ
キ

交
換

を
願
ふ
、
『
み
づ

ゑ
』
第
十

四
口
繪
な
し
の

も
の
不
用
、
水
彩
畫

と
交
換

し
た
し
、
山
路
修

次
郎
樣
御
返
葉
を

下
さ
い
（
米
澤
市
免
許

町
下

一
三

八
佐
藤
秋
湖
)
■
畫

架
譲
り
受
け
た

し
、

洋
畫

講
義
録
の
第

一
も
譲
ら
れ
た
し
、
御
照
會

を
乞

ふ
（
青
森
市
米

町
二
丁
目
渡
邊

佐
七
）
■

『
み
づ
ゑ
』
第
六
『
赤
城
の
旅
』
御
持
合
せ

の
方
は

御
ゆ
づ
り
下
さ
い
、
『油
繪

楷
梯
』
と
交
換
し
て

も
よ
ろ
し
、
次
に
拙
筆
な
が
ら
肉
筆
繪

ハ
ガ
キ

交
換

い
た
し
た

し
（
福
井
市
日
の
出

上
町
三
樋

口
敏
子
)
■
學
事
多
忙
の
た
め
、
新

に
購
入
せ

る
八
ッ
切
ス
ケ
ツ

チ
箱
（
元
價

三
圓
四
十
錢
)
、

革
紐
（
三
十
五
錢
)
付
送
料
共
二
圓
五
十
錢

に
て

譲
り
た

し
（
東
京
日
本
橋
區
馬
喰
町
三
の
十
四

山
本
正

一
郎
)
■
『
み
づ

ゑ
』
第
一
よ
り

二
十
迄

の
う
ち
御
不
用

の
分
十
二
錢

位

に
て

譲
受
た

し
、
次
に
小
生
所
持
の
中
澤
外
三
名
著

『
日
本

名
勝
寫
生
紀
行
』
第

二
巻
（
三
圓
半
)
、
三
宅
氏

『
水
彩
畫
譜
』
（一
圓

二
十
錢

)
と
全
部
二
十
册

と

取
換
し
て
も
よ
ろ
し
、
御

一
報
次
第
送
本
す
、

又
た

『女
性
と
趣
味
』
（二
圓
)『
最
薪
水
彩
畫
法

』

（六
十
錢

)
、
『水
彩
畫
手
引
艸
』
上
製
（
九
十
錢
)

の
三
册
、
讀

切
不
用
に
つ
き
、
畫

架
又
は

三
脚

ス
ケ
ツ
チ
箱
等
の
品
と
交
換
し
て
も
宜
し
（
大

阪
府
八
尾
町
四
八
富
岡
清
次
)
■
日
本
ア
ル
プ

ス
及
其
他
の
風
景
水
彩
畫
あ
り
、
美
術
雜
誌
或

は
其
他
の
物
と
交
換
し
た
し
（

松
本
市
宮
淵
忠

地
英
雄
)
■
自
筆
水
彩

ハ
ガ
キ
交
換
を
乞
ふ
、

昨
年
の
『太
平

洋
畫
會
畫

集
』及

ひ
審
美
書
院
の

『
第
三
回
公
設
展
覧
會
圖
録
洋
畫

の
部
』
御
不
用

の
方
は
譲
り
受
け
た
し
（
廣
島
市

外
横
川
神

田

周
三
)
■

『
水
彩
畫
手
引
』
(
九
十
錢

)
、
太
田
三



郎
氏
『
ス
ケ
ツ
チ
畫
法
』
、
畫
用
紙
八
ッ
切
大
畫

嚢
護
り
た

し
、
又
た
美

術
雜
誌
と
交
換

し
て
も

よ

ろ

し
、
乞
御

照

會
（

下
野
日
光
鉢
君
町
星

野
)
■

『
人
體
畫
法
』
、
『泰
西
名
畫
鑑
』
、
『
文

部
省
第
三
回
展
覽

會
受
賞
品
集
（
西
洋
畫

)』
を
、

外
國
美
術
雜
誌
（
古
く
と
も
よ
し
)
と
交
換
し
た

し
（
福
島
縣
立
安
積
中
學
校
内
菅
野
三
郎
)
■
ワ

ツ
ト
マ
ン
十

六
切
ス
ケ
ツ
チ
箱
、
少
し
使
用
せ

し
物
譲
り
た

し
、
肉
筆

ヱ
ハ
ガ
キ
交

換

希
望

（
東
京
芝
榮
町
八
、
山
田
方
寺

田
)
■
『
み
づ
ゑ
』

第

一
よ
り
第

二
十
迄
、
及
第
五
十

一
を
一
部
十

錢
に
て
譲
受
た

し
、
次
に
『
み
づ

ゑ
』
第
四
十
六
、

四
十
四
あ
り
、
和
田
氏
『水
彩
畫
帖
』
と
交
換

し

たし
、
着
本
次
第
發
送

す

(
松
山
市
南
堀
端
町

二
十

一
柴
田
義
直

)
■
私
事
先
般
よ
り
肉
筆
葉

書
交
換
致
し
居
候
處

ま
ゝ
不
足
税
を

取
ら
れ
申

候

ゆ

へ
以
後
左
の
件
御
注
意
願
上
候
一
 
通
常

 
ハ
ガ
キ
の
表
面
は
三
分

一
以
下
に
て
も
使
用
な

し
得
ず
一
 

紙
は

通
常
ハ
ガ
キ

以
上
の
厚
さ
に

て
大
さ
に
同

一
な
る
こ
と
一
 

通
常

ハ
ガ
キ
の

印
章
部
切
抜
し
者
は
不
可
一
 
表

面
上
部
に
郵

便
ハ
ガ
キ
の
文
字
を

要
す
（
香
川
縣
大
川
郡
長

 
尾
村
三
好
芳
子
)
■
不
用
の
の
り
い
ら
ず

十
六

切
水
貼
枠
（
五
十
錢

)
、『
洋
畫
講
義

録
』
全
部
合

本
し
た

る
も
の
（
二
圓
五
十
錢
)
、
三
宅氏
『
風
景

水
彩
畫
集
』
(
四
十
錢

)
、
文
房堂
小
形

ス
ケ
ツ
チ

箱
（

箱

の
み
五
十
錢
)
、
文
房
堂
三
號
畫
架
（
六
十

錢
)以
上
送

料
共

に
て
譲
り
た

し
(
岡
山
市
弓
の

町
中
山
巍
)
■

『水
彩
畫

法
女
性
と
趣
味
』

『
繪

畫
獨
習
書
』

(
い
づ
れ

も
口
繪

一
枚
宛

ぬ
き
取

り
)
を
定
價

の
半
額

(
他
に
送
料
各
八
錢
を
要

す
)
、三
宅
丸
山
淺
井
大
下
鹿
子
木
氏
其
他
の
水

彩
繪

葉
畫

取
ま
ぜ
五
十
枚
壹

圓
（
送
料
共
)
に
て

譲
る

希
望
の
士

に
は
着
金
次
第
送
る
○
趣
味
を

共

に
し
志
を

同

ふ
す
る

諸

士
の
來

遊
を
待
つ

（
大
阪
市
桃
山
筆
ヶ
崎
町
五
五

二
五
福
島
)

 

第

二
十
三
回
中
等
教
員
本
試
驗

問
題

 
 
 
▲

圖
畫
科
（
用
器
畫

)

 

注
意
女
子
部
の
み
の
教
員
志
望
者
に
限
り

 

左

の
五
題

の
内
任
意
に

一
題
を
省
く
べ
し

一
、
實
長

二
寸
及

一寸
五
分
の
二
個
の
交
叉
せ

る
直
線
の
平
面
投
影
が
六
十
度
の
挾
角
を

示

す
時
に
於
け
る
立
面
投
影
を
畫

け

 

但
し
交
叉
せ

る
二
直
線
は
平
畫

面
に
對
し

 

或
角
度
を
な
す
も
の
と
す

二
、

直
徑

二
寸
の
球

の
申
心
ぼ
各
畫
面

よ
り

二

 
寸
距
れ
之
に
外
接
す
る
長
さ
無
限
の
圓
錐
の

 
頂
點
は
平
畫

面
よ
り
四
寸
、
立
畫
面

よ
り
五

 
分
、

球
の
中
心
よ
り
三
寸
距

る
今
此
の
球
、

 
圓
錐
、

及
接
線
の
兩
投
影
を
得
よ

三
、
先
づ
基
線

に
對
し
直
角
若

く
ば
な
ら
ざ
る

 
任
意

の
平
面
を
畫

き
更
に
之
を

一
寸
五
分
の

 
距
離
に
於
て
平
行
す
る
平
面
を
畫
き
併
せ

て

 
其
面
と
各
畫
面
と
の
實
角
を

示
せ

四
、
第

一
圖
に
於
け
る
斷
頭
圓
錐
（
内
空
)の
圖

 
な

二
倍

し
之
に
陰
影
を
附
せ

五
、
第

二
圖
を
三
倍
し
た
る
透
視
陰
影
圖
を
完

 
成
せ

よ

 
 
但
し
Ｓ
は

心
點
Ｄ
は

距
離
Ｐ
は

光
線
の
消

 
 
失
點

な
り
と
す
。
（
圖
略
す
）

静
岡
市
舊
城
内
物
産
陳
列
所
樓

上
に
於
て

三
月
二
日
よ
り
六
日
迄
日
本
水
彩
畫
會
研

究
所
有
志
及
大
下
藤
次
郎
氏
等

の
水
彩
畫

展
萱
會
を
開
か
る
べ
し
。
出
品

二
百
余
點

の
見
込
に
し
て
。
か
ゝ

る
機
會
は
再
び
あ

ら
ざ
る

べ
く
、
附
近
の
諸
君
は
必
ず
御
參

觀
あ
り
た
し
。


